
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 令和3(2021)年度令和4(2022)年度令和5(2023)年度令和6(2024)年度令和7(2025)年度 合計

101,646 126,218 120,000 120,000 120,000 587,864

100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 500,000

うち県交付金 50,000 50,000 50,000 150,000

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0
0

うち県交付金 0
0
0

うち県交付金 0
0
0

うち県交付金 0
0
0

うち県交付金 0
0
0

うち県交付金 0

101,646 126,218 120,000 120,000 120,000 587,864

100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 500,000

うち県交付金 50,000 50,000 50,000 0 0 150,000

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（市町総括表）
【単独事業】

栃木市

1
高校生社会参画促
進事業

総事業費

うち市町支出額

3

総事業費

うち市町支出額

2

総事業費

うち市町支出額

5

総事業費

うち市町支出額

4

総事業費

うち市町支出額

7
総事業費
うち市町支出額

6
総事業費
うち市町支出額

9
総事業費
うち市町支出額

8
総事業費
うち市町支出額

総事業費
うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額

10



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和３年度 令和４年度 令和５年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①「栃木の街散策マップ
vol.6」作成
②ホウキモロコシの種
まきの実施
③「栃木市伝統文化体
験事業（箒づくり）」開催
④清掃活動の実施
⑤部員募集チラシの作
成

➀「栃木ガイドマップ～
ラーメン編～」作成
②栃木市高校生合同文
化祭の開催
③ホウキモロコシの種
まきの実施
④部員募集チラシの作
成

①栃木市高校生合同文
化祭の開催
②「栃木ガイドマップ」作
成
③部員募集チラシの作
成

101,646 126,218 120,000 347,864

100,000 100,000 100,000 300,000

うち県交付金 50,000 50,000 50,000 150,000

0 0 0 0

うち県交付金 0 0 0 0

その他自主財源等 1,646 26,218 20,000 47,864 0

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

市町支出金
（ハード事業分）

事業費

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名

連絡先
gakusyu05@city.tochigi.lg.jp
0282-21-2690
0282-21-2489
手塚　満
教育委員会事務局  生涯学習課 青少年係

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

当該事業に係る
地域の現状と課題

事業主体の概要

事業主体の所在

代 表 者 の 名 称

事業主体の名称

事 業 名

市町名 栃木市

高校生社会参画促進事業

とちぎ高校生蔵部

壱谷　悠樹

〒328-8686　栃木県栃木市万町9-25　栃木市教育委員会事務局生涯学習課内

・団体の目的：ボランティアやまちづくりに関心のある高校生が気軽に集い、同世代の仲間だけでなく大人とも語り合いなが
ら、高校生の視点による自主的な活動を展開し、栃木市の賑わいの創出に寄与することを目的とする。
・設立年月日：平成26年4月1日
・構成員等：栃木市内に居住する高校生及び市内の高等学校に在学する高校生並びにとちぎ高校生蔵部の目的に賛同する
高校生

事業内容

事業に係る市町総
合戦略の目標及
び KPI

【基本目標】「本市への新しい人の流れをつくる」
【具体的施策】交流人口の増加／観光資源の魅力向上と有効活用
【KPI】観光施設等観光客年間入込数　H30：250万人 → R6：356万人

・市内の高等学校に通学する生徒が中心となり、「とちぎ高校生蔵部」を立ち上げ、まちなかでのイベントに参画している。栃
木市中心部においても高齢化が進捗し、イベント等での担い手が不足していることから、高校生の視点による事業を展開し、
中心市街地の活性化を図る必要がある。
・「とちぎ高校生蔵部」の取り組みにより、高校生の地域づくり活動への関心度が高まってきている一方で、地域のイベント等
での担い手要請は後を絶たない状況である。そのようなことから、まずは高校生が街なかの魅力に触れる機会を創出し、イベ
ントに参加した高校生が栃木市の魅力に触発され、将来の地域の担い手として活動してもらえる環境整備が必要である。
・マップづくりや街歩きイベントを行った結果、高校生の栃木市の歴史や伝統工芸品等の認知度が低いことから、認知度を高
める取り組みを行うことが必要である。

市町支出金
（ソフト事業分）

事 業 目 的 高校生の視点による栃木市の魅力発信と街なかの賑わい創出

事 業 概 要

【令和4年度】
➀地元ラーメン店の協力を得て、高校生がおすすめする「栃木ガイドマップ～ラーメン編～」を作成し、観光客や市内に通学
する高校生などにPRした。
②市内の高等学校及び周辺の高等学校の生徒が、山車会館前広場や蔵の街大通りの空き店舗等を活用し、各学校で取り
組む特色ある学習内容等を市内外に周知する「栃木市高校生合同文化祭」を開催した。
実施日：令和４年９月１８日（日）　会場：栃木山車会館前広場等　参加者：７２名（参加高校の生徒等含む。来場者除く）
また、合同文化祭の蔵部関係展示物等をイオン栃木店に展示した。
展示期間：令和４年１０月１９日（水）～１０月２５日（火）
③栃木農業高等学校農業環境部地域デザイン班の指導により、ホウキモロコシの種まきを行った。
実施日：令和４年４月２９日（金・祝）　会場：栃木市大久保町地内　参加者：８名
④とちぎ高校生蔵部の部員募集のチラシを作成した。

【令和4年度実施事業の特徴】
①新型コロナウイルスの影響により令和２年、令和３年は中止とした「栃木市高校生合同文化祭」を３年ぶりに開催し、街中
の賑わい創出を図った。
②マップの作成は今までと趣向を変え、「ラーメン編」として、高校生がおすすめするラーメン店を紹介するマップを作成した。

【事業のPR方法】
　SNS（twitter、facebook）を活用し、市内外から通学する高校生及び大学生等をターゲットに情報発信を行い、栃木市への
関心を高めてもらう。

【翌年度以降の取組み】
　とちぎ高校生蔵部で活動するメンバーの加入促進に取組み、翌年度以降についても上記事業を拡充し、市外からの若者
の来訪者及び市内に在住する若者のまちなか交流人口の新たな流れを構築する。



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

4 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

100,000

26,218

126,218

２　支出の部

県交付金

59,000 50,000 25,000 9,000

栃木市高校生合同文化祭ポ
スター原画作成謝金　3,000
円
栃木市高校生合同文化祭ポ
スター及びパンフレット作成
デザイナー謝金　16,000円
栃木ガイドマップ作成デザイ
ナー謝金　40,000円

6,596 5,000 2,500 1,596

栃木市高校生合同文化祭用
消耗品
イオン栃木店展示用消耗品

50,880 40,000 20,000 10,880

栃木市高校生合同文化祭ポ
スター及びパンフレット印刷
代　19,750円
栃木ガイドマップ印刷代
28,000円
栃木市高校生合同文化祭
フォトコンテスト写真現像代
3,130円

保険料 1,801 0 0 1,801
栃木市高校生合同文化祭イ
ベント保険料

7,941 5,000 2,500 2,941

栃木市高校生合同文化祭会
場使用料

126,218 100,000 50,000 26,218

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

計

科目 備考

市支出金

自主財源

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

栃木市

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

高校生社会参画促進事業

市町支出額
自主財源等

計

財源

科目

報償費

予算額
（精算額）

消耗品費

印刷製本費

使用料


